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ホームシアターヴ ウンドシステム 


AVX-S30 

(AVC-S30 + NX-S30 + NX-SW30) 



tation 


偏正書別添付 


ヤマ八 ホームシアター ヴウンドシステム AVX-S30 を 
お買い上げいただきまして、まことにありびとう 
ございまず。 

■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年ち障 
なくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書 
と巧話書をよくお読みください。お読みになったあとは、 

巧罰書と共に大切にな管し、必要に応じてご利用ください。 
■巧証書は、「お買い上げ曰、販売店名」などの記入をお 
ず確かめ、販売店か S お受け取りください。 


取扱説明書 


ヤマ八では、製品をご購入いたださましたお客様へのサボー 
卜-サービスの充実を図るため、「お客様登録」をお願いし 
ておりまず。 

じ TF のオーディオ-ビジュアルホームページからご登録くだ 
さい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

上記 URL か5、オンラインユーヴー登録へお進みください。 






安全上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの r 安全上のごミ主意」をよくお読みください。 


ここに示した ミ 主意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々への盾害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使巧される方びいつでわ見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあ0ます。 



「ごま意ください」というま意喚起を示しまず。 

0 ®®®® 

「〜しないでくださし、 J という「禁止 J を示しまず。 

0 ® 

「必ず実行してください」といラ強制を示しまず。 


■ 「警告」と r ま意」について 


政下、誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、 
r 警告」と「ま意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、 r 死 t する 
可能性または重傷を負ラ可 
能性び想定される」内容です。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A 三-^胃 5可能性または物的損害が 
/•\ / iX /^\ 発生ずる可能性わ觸定される」 
内容でず。 


r 




A 警告 




J 


電源/電源コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手び届く節囲のコン 
セントに接続ずる。 

万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。 

おず実行 


電池 


Q 電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれにより火がやけがの原因になります。 

禁止 


を 

ブラグを巧ぐ 


下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから巧く。 

• 異常なにおいや音がずる。 • 異常に高温になる。 
• 巧部に水や異物が混入した。 • 煙が出る。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 


Q 電源コードを傷つけない。 

• 重いものを上に載せない。 

• ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

禁止 ♦ 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線がむき出しのまま使用ずると、火がや感電の原因に 
なります。 


Q 電池かちもれ出た;夜には直接關れない。 

液び目や□に入ったり、巧虜についた0した場合はすぐ 
に水で洗い流し、医師に相談してください。 

禁止 


分解禁止 



分解禁止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火がや感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 


〇 必ず AC 100 V (己0/巨 OHz ) の電源電圧で使用ずる。 

それ政外の電源電圧で使巧すると、火災や感電の原因に 
な0ます。 

おず実行 


























設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

• ミ 谷室*台所*湖幸*水辺 
• 加湿器を過度に去かせた部屋 
•雨や 雪、 水がかかるところ 

水の混入により、火がや感電の原因になります。 


Q 巧熱のため本機を設置する際には： 

• なやテーブルク□スをかけない。 

• じゅラたん*カーぺットの上には設置しない。 
禁止 • 仰向けには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

(本機の上側に1 OcmL ソ上のスペースを確保する。） 
本機の内部に熱びこわり、火災の原因になります。 


〇 本機を落としたり、本機が破損した場合には、おず 
販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用ずると、火災や感電の原因にな0ます。 

必ず実行 


接軸禁止 


雷が鳴りはじめたら、電源プラグには邮れない。 

感電の原因にな0ます。 


〇 

禁止 


本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物が中に入ると、火がや感電の原因になります。 
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因 
になります。 


〇 スピーカーケーブルはがず壁などに固定ずる。 

ケースレに足や手を引っかけるとスピーカーび落下し、 
故障やけびの原因になります。 

がず実行 


使用上の注意 


手入れ 


« 電源プラグのコやほこりは、定期的にとり除ぐ。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火がや感電の原因になります。 

がず実行 


Q 放熱用の通風孔やパネルのずさ間から金属や紙片な 
ど異物を入れない。 

火がや感電の原因になります。 

禁止 


A 迂意 

_ J 



電源/電源コード 


0 ^ 長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ 
ントから巧く。 

火がや感電の原因にな0ます。 

フラグを巧ぐ 


めれ手禁止 


めれた手で電源プラグを巧を差ししない。 

感電の原因になります。 


〇 電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ 
必ず実行 にほこりび堆積して発熱や火がの原因になります。 


Q 電源プラグを差し込んだとさ、ゆるみがあるコンセ 
ントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因にな0ます。 

禁止 


Q 電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱ6 
ない。 

コードが傷つき、火がや感電の原因になります。 

禁止 


II 





























電池 

〇 

おず実行 

電池は極性表示ヴラス+とマイナスー)にがって、 
正しく入れる。 

間違えると破裂や液ちれにより、火災やけびの原因にな 
ります。 


指定政がの電地は使用しない。 

破裂や液もれにより、火がやけがの原因になります。 


電池と金属片をいっしょにポヶットやバッグなどに 
入れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破藝や液をれによ0、火がやけびの 
原因になります。 

§) 

電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れない。 

破裂や液もれにより、火がやけがの原因になります。 

〇 

おず実行 

使い切った電地は、ずぐに電池ケースから取りがず。 

破裂や液もれにより、火がやけがの原因になります。 

〇 

おず実行 

使い切った電池は、自治体のま例または取り ミ 夫めに 
がって廃棄ずる。 

設置 


不ま定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

§) 

直射日光のあたる場巧や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び蜜あしたり内部回路に悪該響び生じて、 
火災の原因になります。 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火がや感電の原因に 
な0ます。 

移動 


移動をずるとをには電源スイッチを切り、ずべての 
接続をがず。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因になります。 
プラグを巧く コードが傷つさ、火がや感電の原因にな0ます。 


使用上のを意 

〇 

おず実行 

再生を始める前には、音量(ボリューム)を最小にず 
る。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 

每 

音が重んだ状態で長時間使巧しない。 

スピーカーが発熱し、火災の原因になります。 


大さな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴覚障害の原因になります。 

A 

ミ主意 

環境温度が急激に変化したとさ、本機に結露が発生 
ずることがありまず。 

正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してください。 

A 

ま意 

本機はデジタル信号を扱いまず。ほかの電気製品に 
障害をあたえるおそれがありまず。 

それらの製品とはできるだけ離して設置してください。 

每 

業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続ずる目的で設計されてい 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、 
スピーカーを傷める原因になります。 

手入れ 

〇 

手入れをずるとをには、必ず電源プラグを抜く。 

感電の原因にな0ます。 

おず実行 



薬物厳禁 

ベンジン’ シンナー’ 合成洗剤等で外装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

外装が傷んだ0、部品び溶解することびあ0ます。 

A 

年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼ずる。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、火がや故障の原 
因にな0ます。 

ミ主意 
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細か<調節ずる 


スピーカーバランスを調節する 

テスト I -ーンで スピーカー バランス 

を調節ずる .... 

再生中にスピーカーレベルを調節する 
エアーサラウンドの設定を調節する 

サラウンド効果を設定する . 

仮想サラウンドスピーカーの位置 
を設定ずる .... 


その他の情報 


ステータスインジケーターの 表示 . 18 


音量レベルの表术 . 18 

入力信ちの表术 . I 8 

故障かな？と思った5 . 19 

エアーサラウンド推奨値 . 20 

用語解説 . 21 

まな仕様 . 22 


準備ずる 


製品構成 . 

各部の名称と機能 . 

フ□ントパネル . 

U モコン . 

スピーカーを 設置する . 

ヴテライトスピーカーを設置する 
サブウーファーを設置ずる . 

スピーカーを 接続す る . 

が部機器を接続する . 

デジタル接続 . 

アナ□グ接続 . 

リモコンを使用する . 

U モコンの電池を交換ずる . 


操作ずる 


さっそく使ってみましよラ！ . 

スピーカーを使い分けて音声を楽しむ ....... 

臨場感ある音声を楽しむ（シネマ DSP ).... 
ステレオ音声をマルチチャンネルで楽しむ 

(ドルビープ□□ジック II ) ... 

ドルビーバーチャルスピーカーを設定ずる 

( DVS ) . . .. 

いろいろな方法で音声を楽しむ . 

へッドホンで音声を楽しむ 

(サイレントシネマ） . 

ル音量で音声を楽しむ 

(ナイトリスニング) . 

主音声/副音声を切0誓える ... 


■ はじめに 

ヤマノホームシアターヴウンドシステム AVX - S 30 をご購入いただを誠にありがとうございます。 AVX - 
S 吕〇は AV アンプ （ AVC - S 30)、 サテライトスピーカー （ NX - S 30)、 サブウーファー （ NX - SW 30) で 
構成されています。簡単操作でありながら、自然で本格的なサラウンド効果を提供する AVX - S 30 で、臨 
場感あふれるヴウンドを存分にお楽しみください。 

■ 本書について 

• 本書は AVX - S 3 日の接続および操作ち法について説明しています。が部機器の操作方法については、各機器に付属して 
いる取扱説明書をご参照ください。 

•本書では、本体と U モコンのどちらでわ操作でさる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載しています。 

• 「ごま意」では操作-設定を行ラ隙に留意すべさ事項、ごぶ'-では知っておくと便利な補足情報を記載しています。 

•本書は製品の生産に先びけて作成されたちのです。製品改良などの理由で実際の製品やお包箱と内容び一部異なる場合 
びございますのでご了承ください。 
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準備する 


製品おぶ 


AVX - S 30 の製品構成はしツ下のとおりです。お包箱を開封後、すべてそろっていることをご確認ください。 

AV アンプ （ AVC - S 30)(1 台） 

サテライト スピーカー ( NX - S 30) に本） 

サブウーファー ( NX - SW 30)(1 本） 


付属品 


リモコン 


a 0 

「田^が 

1.000 oj 

CED 四 

スビ ー»- レ〜レ 

爲爲爲な 
〇〇〇 〇 

QL . 〇 〇 

のののり 
^ ® YAMAHA み 


リチウム電池 
( CR 202已型、1個） 
U モコンの中にセット 
されていまず。 

〇 


システム接続ケープル サブウーファー用 

(5 m 、 1本） ピンケーブル 

(1 ピン、已 m 、 1本) 



スピーカーケーブル 
(サテライト用：已 m 、 吕本) 



光ファイバーケープル 
(60 cm 、 1本） 



縱置きスタンド （2 個） 



龍が端 龍が離 




:ぶこ 

付属の縦置きスタンドを使用すると、 AV アンプを縦に設置することびでをます。（下図のよラに、電源キーび上側、音 
量ツマ S び下側になるよラに設置してください。） 
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準備する 


る部の名前 i と機能 


フ□ントパネル 



の電源 キー 

本機の電源（オン/スタンバイ）を切り替えま 
す。 

ご、おこ 

スタンバイ時には少量の電力を消費します。 

⑤シネマ DSP キー 


お好みのシネマ DSP を選択します。 
ぺージ） 


12 


⑤シネマ DSP インジケーター 

選択しているシネマ DSP のインジケーターが 
点なします。（一12ページ） 

@モー ド キー 

ドルビープ□□ジック II のモードを選択します。 
(一12ぺージ） 

(5) 入力切換キー 

入力を切り替えます。 


⑥ 入カインジケーター 

選択している入力の番号が点口します。 

⑦ 音量ツマミ 

全体の音量を調節します。 

⑥リモコン受光窓 

U モコンの信号を受信します。 

® ステータスインジケーター 

入力している音声信号の種類 （^18 ページ） 
や選択しているドルビープ□□ジック II のモー 
ド （ ^12ページ）が点灯します。また音量レ 
ベル調節時には音量レベル（一18ページ）を 
表术します0 

® 〇 SILENT CINEMA 端子 

ヘッドホンを接続します。（一13ページ） 
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準備ずる 


■ リモコン 



① モー ド キー 

ドルビープ□□ジック II のモードを選択します。 
(一12ぺージ） 

⑤シネマ DSP キー 

お好みのシネマ DSP を選択します。（一12 
ぺージ） 

③音量+ / —キー 

全体の音量を調節します。 

@スピーカーレベルキー 

スピーカー バランス（各 スピーカー チヤンネル 
の音量）を調節します。（- ►! 已ページ） 

ウーファー+ / —キー：サブウーファーチヤ 
ンネルの音量を調節します。 

センター+/—キー：センターチヤンネルの 
音重を調即します。 

サラウンド+/—キー：サラウンドチヤンネ 

ルの音量を調節します。 


(5) テストキー 

テストトーンを出力します。（一14ページ） 

⑥ 入力切換キー 

入力を切り替えます。 

左/ちキー：テストトーン出力時に、左キーを 
押して仮想サラウンドスピーカー （ L ) の位置 
を、ちキーを押して仮想サラウンドスピーカー 
( R ) の位置を調節します。（一17ページ） 

⑦ 赤外線送信部 

U モコンの信号を本体に送信します。 

⑥電源 （(1)/1) キー 

本機の電源（オン/スタンバイ）を切り替えま 
す。 

ご、おこ 

スタンバイ時には少量の電力を消費します。 

⑨ 消音 キー 

消音します。消音を解除するには、再度消音 
キーを 押します。 

⑩ ナイト U スニングキー 

ナイト1」スニングモードを設定します。（一13 
ページ） 

⑩を重音声キー 

BS /地上波デジタル放送などで使われている、 
モノラルニ重音声入力時に、本機び出力する音 
声（を音声/副音声）を選択します。 （^13 
ページ） 

⑩ [XIVS (Dolby Virtual Speaker ) キー 

□ VS の設定を切り替えます。（一12ページ） 

⑩ルーム EQ キー 

サラウンド効果の設定を切り替えます。 （ ^1日 
ページ） 
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準備する 


スピーカーを設置する 


臨場感あるサウンドを十分にお楽しみいただくためには、スピーカーをま定した場所に適切に設置する必要 
びあります。スピーカーの設置場所をミ夫定後、さスピーカーを正しく設置してください。 


サテライトスピーカー(し R ) ( NX - S 30) 

テレビを中むに、左ちに同じ距離で設置します。 
(視聴する際の耳の高さで、スピーカーど5しの間 
隔を 80 cm (上、サイドの壁から 80 cm (上離し 
て設置することをおすすめします。） 

フロントチャンネル（ステレオ）の音を出力するほ 
か、 エアー サラウンド方式により、会話や ボーカル 
など画面中央に定位するセンターチャンネル音、音 
響効果を演出するサラウンドチャンネル音などを効 
果的に出力します。 

サブウーファー ( NX - SW 30) 

左ちどちらか前ちの壁側に設置します。壁の反射を 
防ぐため、少し内側に向けて設置してください。 
をにほ音を強調して出力します。 


ごを意 


•サテライトスピーカー ( NX - S 3 日）は左ち対称ではありません。スピーカー背面の「1_」、 「 R 」 の表示を確認し、サテ 
ライトスピーカー ( L ) はテレビの左側、サテライトスピーカー （ R ) はテレビのち側に設置してください。 

•十分な音響効果を得るためには、視聴空間での音の伝わり方を考慮のうえ、サテライトスピーカー ( NX - S 3 日）を正し 
く設置し、エアーサラウンドの設定を調節する必要びあります。また、家具などの障害物ち音響効果に影響します。詳 
しくは「エアーサラウンドの設定を調節する」（一1目〜]7ページ）をご参照ください。 

• テレビやモニターの映像び乱れる場合は、スピーカーをテレビやモニターか5離して設置してくださし、。 

-サブウーファーび出力する低音の聴こえ方は、視聴する位置とサブウーファーの設置位置の両方に影響されます。視聴 
する位置に応じて、設置位置をいろいろ変えてお試しくださし、。 


サテライト スピーカー ( R ) 
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準備ずる 


■ サテライト スピーカーを 設置する 

ヴテライトスピーカーはラックの上に置いたり、壁に取り付けることびでをます。お部屋の状況に応じて、 
お好みの設置ち法をお選び < ださい。 

ご、おこ 

サテライトスピーカー底面のネジ巧にスピーカースタンドを取0付けることわ可能です。この隙は、 M 目ネジ（直径 
目 mm のネジ）をご使用ください。 


ラックなどの上に設置ずる 



滑止バッド（ル) 


図のように付属の滑止パッド（ル）をスピーカー底 
面の4隅に，貼り付け、フ火平な面に設置しまず。 

ご、おこ 

滑止パッドはスピーカーの振動による位置ずれを防ざま 
す。また、ま定性び増すことにより、音質劣化を防ぐ効果 
をお0ます。 


壁に取り付ける 



市販のタッピングネジ（直径3.己〜 4 mm 、 長さ 
24 mm じ(上）を使用して、スピーカーを壁に取り 
付けることびでをます。スピーカー1台につを必要 
なタツピングネジは2本です。 


1スピーカーを掛ける場所に、左図のように2本 
のタツピングネジを取り付ける。 


2スピー カー背面の巧をタッピングネジの頭にあ 
わせ、穴の狭い部分にタッピングネジが引っ掛 
かるようにスピーカーを取り付ける。 


ごを意 


•スピーカ ー1 台の質量は約 1.4 k 旨です。タッピングネジを壁や柱に取り付ける隙には、強固な材質ででをている場所 
をお選びください。モルタルや化粧べニア t 反など、はがれやずい材質の壁に取り付けると、ネジが抜けてスピーカーが 
落下ずる原因になりまず。 

• スピーカーを取り付ける隙は、必ず指定サイズのタッピングネジをご使用ください。や両面テープなどを使用すると、 
使用中の振動で釘び抜けた0両面テープびはびれて、スピーカーび落下する原因になります。 

•スピーカーを接続する際は、スピーカーケーブルを必ず固定してください。誤って手足に引っ掛かると、スピーカーび 
落下する原因になります。 

-スピーカーを設置後、各スピーカーが確実に固定されていることをご確認ください。取0付け場所、取り付け方法の不 
備による事故等の責任は、当社では一切負いかねますのでご了承ください。 


■ サブウーファーを設置する 



図のように付属の滑止パッド（大）をサブウー 
ファー底面の4隅に貼り付け、固く水平な巧の上な 
どに設置しまず。 

ご、おこ 

滑止パッドはサブウーファーの振動による位置ずれを防ぎ 
ます。また、安定性び増ずことにより、音質劣化を防ぐ効 
果わあります。 


6 































準備する 


スピーカーを接続する 


サテライトスピーカー ( NX - S 30) とサブウーファー ( NX - SW 30) を AV アンプ ( AVC - S 30) に接続 
します。 


ごま意 


■ AV アンプおよびサブウーファーの電源コードは、すべてのケーブル接続び完了してから接続してください。 

‘ケーブルプラグを無理にスピーカー端子に差し込まないでください。ケーブルプラグやスピーカー端子を破損する原因 
とな0ます。 



圓 i-r か 


サブウーファー 
























































































































華備する 


が部機巧を接続する 


AVC - S 30 は、4つの入力端子（光デジタル X 2、同軸デジタル X ]、 アナログ x ]) を備えています。接 
続の際は、が部機器の出力端子をご確認のラえ、正しいケーブルをご使用<ださい。 

■ デジタル接続 


ごを意 


• AV アンプおよびが部機器の電源コードは、すべてのケーブル接続び完了してから接続してください。 

•本機のデジタル端子は PCM 、 ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 信号ち式に対応しています。 

• 本機の光デジタル端子は EIA 」 規格に準拠しています。デジタル接続でが部機器を接続する隙は、 EIA 」 規格に準拠した 
光ファイバーケーブルをご使用ください。 

• 本機のデジタル端子は、ヴンプ U ング周波数び目 6 kHz 1； (下のデジタル信号に対応しています。 
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■ アナ□グ接続 


準備する 


ごま意 


AV アンプおよびが部機器の電源コードは、ずべてのケーブル接続び完了してか日接続してください。 

テレビ（モニター） 




巧 S 

1 

: 1 

1 r 



ム "， 



倫諭 - r か 
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準備ずる 


U モコンを使用する 



リモコンの操作範囲 



リモコンか 6 絶縁シートを引を抜く。 

1」チウム電池はあ5かじめ I 」モコンに入っています。絶縁 
シートを引さなくだけで、 IJ モコンを使用でさます。 


U モコンで本機を操作する際は、 U モコンの赤外線 
送信部を本体の U モコン受光窓に向けます。 U モコ 
ン操作び可能な範囲は、本体から己 m (内で正面か 
ら左ちに30度(内です。 


ごを意 


-リモコンに水や飲み物などをこぼさないよラごを意くだ 
さい。 

-リモコンを落としたり、 U モコンに強い衝撃を与えた0 
しないよラごを意くださし、。 

-1」モコンを下のよラな場所に放置しないでくださし、。 

-気温-湿度び高い場所（ヒーターのおくや風呂場など) 
-極端に気温び低い場所 
-ほこりっぽい場所 


■ U モコンの電池を交換ずる 

U モコンの電池び消耗すると、1」モコンで本機を操作でをる距離び極端に短くなります。このよラな場合、 
早めに新しい電池と交換してください。 



ピン 


1巧のとびったピンなどを使って電池ケースを引 
を出ず。 


2古いリチウム電池を電池ケースか 5 取り出し、 
新品の電池を入れる。 

+ (プラス）を上向舌にして電池を入れます。 


3電池ケースをリモコンに装着ずる。 


ごま意 


U チウム電池の取扱いを誤ると、発熱、発火、破裂などの原因になることびあります。使用中や交換する隙は、处下の点 
に十分ごを意ください。 

- CR 2025 型をご使用ください。 

-充電しないで<ださい。 

■粗雑に扱った0、分解した0しないでください。 

-電池を交換する際は、極性 （ プラスとマイナス）の向さを正しく装着してください。 

• 直射日光のあたる場所など、高温になる場所に放置しないでください。 

• お子様や幼児の手の届かない場所に保管してください。誤って飲み込んでしまった場をなどは、ただちに医師の診断を 
受けて < ださし、。 

-液漏れしている場合はただちに電池を処分してください。この際、液び皮膚やを服に付着すると火傷するおそれびあり 
ますので、取扱いには十分ごを意ください。誤って付着してしまった場合は、ただちに水道水で洗浄し医師の診断を受 
けて < ださい。 

• 使用済みの電池を廃棄する隙は、テープなどで絶縁し、地域の条例に従って乂気のない場所に処分してください。 
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操作する 


をつそく使つてみましよう！ 


必要な接続（一7〜目ページ）と U モコンの準備（一1日ページ）が完了したら、まずは外部機器の音声 
を再生してみましよラ！ 



巧が^巧が 

ムーピー 2ューヴヴクス ill - ジ ブーム 

0000 


る風め 


スビーカーレベル 


C±) (±) (±) 〇 

ウーフ r- 6ンターサ5ウンド glS 声 

Cn ) し 

?ストー！ II■-ム田 ISVS 

〇1 _〇 〇 



電源 

(む/1) 


■音重 +/— 
•消音 


•入力切換 


1電源（む/|)キーを巧ず。 

本機の電源びオンになり、フ□ントパネルの香種イン 
ジケーターび点好します。 


ご、おこ 

本機は才ートス U —プ機能（省エネル半一機能）を備えて 
います。電源びオンの状態で長時間（約24時間）にわ 
たって操作しなかった場合、節電のため、本機は自動的に 
スタンノレ r モードにな0ます。 


2 再生したい AV 機器の入力切換キー （1 〜 4) 

を巧ず。 

入力切換キーの番号 （1 〜 4) は U アパネルの入力端 
子の番号に対応しています。たとえば、入力端モ 
(1) に DVD プレイヤーを接続している場合、入力 
切換キ ー（1) を押して DVD プレイヤーを選択しま 
す。 


3 選択した外部機器で再生を開始ずる。 

外部機器の操作については、ご使用の機器に付属して 
いる取扱説明書をご参照くださし、。 


4 音量 +/- キーを巧して音量を調節ずる。 

:、も'こ 

一時的に音を消すには、消音キーを押します。消音中は入 
カインジケーター（選択中の入力];(が）び点滅します。消 
音を解除してちとの音量に戻すには、消音キーを再度押し 
ます。 


さ S に音声を楽しむために ••• 

映画館やコンヴートホールのよラな臨場感を楽しみま 
しよラ！ 

一「臨場感ある音青を楽しむ（シネマ DSP )」 （一] 2 
ぺージ） 

CD などのステレオ音声を仮想マルチチャンネルで楽しみ 
ましよラ！ 

一「ステレオ音声をマルチチャンネルで楽しむ（ドルビー 
プ□□ジック11)」（一12ぺージ） 

ドルビーバーチャルスピーカーでヴラウンドを楽しみま 
しよラ！ 

一「ドルビーバーチャルスピーカーを設定する （ DVS )」 
(一12ぺージ） 

お部屋に含った音響効果を設定しましよラ！ 

一「エアーサラウンドの設定を調節する」（一1巨ページ） 
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操作ずる 


スピーカーを使い分けて音黃を楽しむ 


本機は音声を楽しむためのさまざまな機能を備えています。実際に聴いてみて、再生する音声に適している 
機能をご使用ください。 

ご、おこ 

本機はそれぞれの入力 （1 〜 4) で選択した設定を記憶します。入力を切り替えると、設定を前回選択していたをのに切 
り誓わります。 



■ 臨場感ある音芦を楽しむ 
(シネマ DSP) 

シネマ DSP を設定すると、臨場感ある音響効果を 
マルチチャンネルでお楽しみいただけます。 

お好みのシネマ DSP キーを巧ず。 

選巧したシネマ DSP のインジケーターび点なします。 

さシネマ DSP の特長は下のとおりです。 

巧ムービー 

豊かで映画館さなびらの臨場感をつくりだします。 

^ミュージック 

□ックやジャズなどのライブコンサート会場の臨場感をつ 
くりだします。 

巧スポーツ 

解説者は中央に、歓亩や場内の雰囲気は周囲に大をく広び 
り、スポーツ観戦の醒酬味を味わラことびでさます。 

がゲーム 

ゲームサウンドに奧行をとサラウンド感を与え、ゲームの 
迫力を増します。 


本来の音に戻ずには、モードキーまたは選択中のシ 
ネマ DSP キーを巧しまず。 


■ ステレオ音声をマルチチャンネルで 
楽しむ（ドルビープ□□ジックII) 

ドルビープ□ロジック II を設定すると、 CD などの 
ステレオ音声を已 .1 チャンネル音声としてお楽しみ 
いただけます。 

モードキーを巧してお好みのドルビープ□□ジック 
II モードを選択する。 

モードキーを押すたびにな下のよ5に切り替わります。 

□□Pro Logic II 

オート ムービーミュージック 


才ート OXlProLo 邑 icil オフ） 

□□ Pro Logic II 

オート ムービー己ユージック 

口 6 • 7 0 8 ^ 

□□Pro Logic II ムービー（映像系） 
□□Pro Logic II 

オート ムービー己ユージック 

- 0 6 ご7 —8 < - 

□□Pro Logic IIミュージック（音楽系) 


■ ドルビーパ’ーチャルスピーカーを設 
定する （DVS) 

ドルビーバーチャルスピーカー ( DVS ) を設定す 
ると、フロントチヤンネルとサブウーファーチヤン 
ネルの 2.1 チャンネルだけを使用して、已 .1 チャン 
ネル音声のよ5な豊かな臨場感をお楽しみいただけ 
ます。 

□□VS キーを 巧ず。 

ステータスインジケーター （ DCIVS ) び点なします。 

DVS を解除するには、 oavs キーを再度巧します。 

□□VS navs 
ご9—— ► • 9 


• DVS を設定すると、選択していたシネマ DSP は自動的 
に解除されます。また、 DVS を設定しているときに、 
シネマ DSP を選おすることはで走ません。シネマ DSP 
を選択するには、 DOVS キーを巧して DVS を解除して 
<ださい。 

• ステレオ信号を入力している際に DVS を設定すると、ド 
ルビープ□□ジック II ムービーモードわ自動的に選択さ 
れます。 

-モノラル信号またはモノラルニ重音声信号を入力してい 
る隙は、 DVS は機能しません。 

• 本機の 〇 SILENT CINEMA 端モにへッドホンび接続さ 
れている場合、 DVS は機能しません。 
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操作する 


いろいろな方法で音青を楽しむ 


へッドホンやルさな音量設定でち音響効果を存分にお楽しみいただけます。 

■ ル音量で音芦を楽しむ 



モ-ド 


■ s 
,© 


巧が^巧得 

ムーピー 2ュージ》クス «- ツ ブー么 
0000 


C - 1 喊 い） 


(±) (±) (±) 

0- つ,ー セ；/夕ーサラウンド 

CD 日日 

テ;！;トーI IL ■-ム巧 mvs 

〇1 〇 〇 

い Cl ) C £) ©I 

I _入力。。_ I 

颤 YAMAHA 


u ス三ンヴ 

た 


•シネマ DSP キー 


I ナイトリスニング 
-を重音声 


•入力切換 


■ へッドホンで音芦を楽しむ 
(サイレントシネマ） 

へッドホンを本機の〇 SILENT CINEMA 端テに接 
続すると、サイレントシネマ機能により己.1チャン 
ネルの臨場感をへッドホンで擬似的に再現して音声 
をお楽しみいただけます。 

’「サイレントシネマ」はヤマ八株式会社の登録商標でず。 

1ヘッドホンを〇 SILENT CINEMA 端テに接 
続ずる。 

2 入力切換キーを巧して入力を選択し、外部機器 
で再生を開始ずる。 

3 化要に応じて、シネマ DSP キーを巧して使用 
ずるシネマ DSP を還択する。 

こ、おこ 

•低音域 （ LFE チャンネル）の信号は別のチャンネル信号 
に変換されて出力されます。 

• シネマ DSP を設定しない場合、ステレオ音声はステレオ 
再生になります。マルチチャンネル音青は擬似的に已 .1 
チャンネルで再生されます。 

• 本機の〇 SILENT CINEMA 端モにへッドホンび接続さ 
れている場を、スピーカーから音声は出力されません。 

• 本機の〇 SILENT CINEMA 端モにへッドホンび接続さ 
れている場合、 DVS は機能しません。 


(ナイトリスニング） 

ナイト U ス ニン グを設定すると、大をな効果音を抑 
えて会話やヴォーカル音声などをはっさ D と聞こえ 
るよラに再生することびでをます。 


ナイトリスニングキーを巧ず。 

ステータスインジケーター（ナイトリスニング）び点 
打します。 

ナイトリスニング ナイトリスニング 


2 入力切換キーを巧して入力を選択し、外部機器 
で再生を開始ずる。 

ナイトリスニングを解除するには、ナイトリスニング 
キーを再度押します。 

ご、おこ 

• ナイトリスニング設定時に、シネマ DSP や DVS を設定 
すると、ル音量で臨場感のある音声をお楽しみいただけ 
ます。 

• 本體の〇 SILENT CINEMA 端子にへッドホンび接続さ 
れている場合、ナイトリスニングは機能しません。 

■ ま音芦/副音芦を切り替える 

BS /地上波デジタル放送などの AAC 信号で使わ 
れている、モノラルニ重音声入力時に、本機び出力 
する音声（を音声/副音声）を選択します。 


を重音声キーを巧して出力ずる音声を選択しまず。 

多重音青キーを巧すたびに L ツ下のよ5に切0替わ D ます。 

ま/副 

— ► 0 5 — 

を重音亩オフ 


主/副 

0 5 ^ - 

主音亩（緑色点灯) 


主/副 

- • S ◄- 

副音声（赤色点灯） 


ご、おこ 

•入力びモノラルニ重音青政がの場合、多重音青の設定は 
出力に影響しません。 

•多重音声びオフの場合、主音青び左チャンネルから、副 
音声びちチャンネルか5出力されます。 

• を音声または副音声を選択している場合、ドルビープ □ 
□ジック II は選択でさません。 


圓媪な4か 
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細か < 調節する 


スピーカーバランスを調節する 


スピーカーバランス（各スピーカーチャンネルの音量）は初期状態で最適な値に設定されているため、通常 
は調節する必要はありません。ただし、部屋の環境や視聴位置により微調整び必要な場合は、まずテスト 
トーンを使ってスピーカーバランスを調節してください。 

ごぶこ 

•本機の OSILENTCINEMA 端子にへッドホンび接続されていると、スピーカーバランスを調節することびできません。 
• スピーカーバランスの調節は、普段視聴ずる位置から U モコン操作で実行してください。 


■ テスト!ンでスピーカーバランス 
を調節ずる 


テスト. 



(±) (±) (±) 〇 
0- つ,ー セン？ー サ5口：/ド を■有 P 

I を)运）ろ 

-| 1トムの IXVS 

CD CD CD © 

乂力切 A 


■ 曰里 + / — 


1 テスト キーを 押ず。 

シネマ DSP インジケーターび点滅し、香スピーカー 
か5約2.已砂ずつテスト I -ーンび出力されます。 


2 調節したいスピーカーチヤンネルのテスト! 
ンび出力されている間に、音量+/—キー巧し 
て該当スピーカーチヤンネルの音量を調節ず 
る。 


\ 1ハ！/ 


巧がが 

I / I いい I 

巧グ^榜得 巧グ^が得 

/ I \ / I \ 



巧が^がみ> 巧がが得 

/ I \ / I \ 


[]： ヴテライトスピーカーおよびサブウーファー 
i :仮想 スピーカー 


3 設定を終了ずるには、 TEST キーを巧しまず。 


•音量レベルは、ステータスインジケーターで詳細を確認 
で走ます（一18ぺージ)。 

-調節中は該当スピーカーチャンネルのテスト I ンのみ 
び出力されます。 

• 調節範囲は政下のとおりです。 

-フ□ント左/ち：一日（最ル）〜±日 dB (最大） 

-センター：—4 (最ル）〜+4服爆大） 

-ヴラウンド左/ち： 一4 (最ル）〜 +4 ci 巨（最大） 

-ヴブウーファー： —8 (最小）〜+8服煩大） 

- DVS を設定している場合、センターとサラウンド左/ち 
の音量レベルは調節でをません。 

-すべてのスピーカーチャンネルの音量を初期状態 
(日 dB ) に戻すには、テストトーン出力中に本体フ□ン 
トパネルの入力切換キーを巧します。（仮想サラウンドス 
ピーカー位置の設定わ同時に初期状態に戻ります。） 
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細かく調節する 


■ 再生中にスヒーカーレべルを調節 
する 

音声を再生中にスピーカーレベルを調節する場含 
は、政下の手順を行って<ださい。 



サラウンド 

+/- 


再生中に目的の スピーカー レベル キーを 巧ず。 

センタースピーカーチヤンネルの音量を調節ずるには： 

センター+/— キーを 巧す。 

サラウンドスピーカーチヤンネルの音量を調節ずるには： 

サラウンド+/— キーを 押す。 

サブウーファーチヤンネルの音量を調節ずるには： 

ウーファー + /— キーを 押す。 

ご、おこ 

• 上記の手順でスピーカーバランスを調節する前に、テス 
トトーンを使用して調節しておくことをおすすめします 
(一14ぺージ)。 

• 音量レベルは、ステータスインジケーターで詳細を確認 
でさます（一18ぺージ)。 

• 調節範囲は政下のとおりです。 

-センター：一 4 (最ル）〜+ 4 d 目（最大） 

-サラウンド：一 4 (最ル）〜+ 4 dB (最大） 

-サブウーファー: - 8 (最ル）〜+ 8 dB (最大） 

• 再生中にサラウンドスピーカーチヤンネルの音量を L/R 
個別に調節することはでさません。テスト!-ーンを使つ 
て調節してください （一] 4ぺージ)。 


J 塞9<藝3 
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I か < 調節ずる 


エアーサラ ウンドの設定を調節する 


本機は、2本のサテライトスピーカー(合計己個のスピーカーユニット）により、已 .1 チャンネルの臨場 
感を創り出すヤマ八独自の技術「エアーサラウンド」を採用しています。 

エアーサラウンドで創り出す臨場感を存分に楽しむために、視聴環境に合わせて、サラウンド効果と仮想ヴ 
ラウンドスピーカー位置を設定してください。 

ごぶこ 

• DVS を設定していると走に、エアーサラウンドの設定を変更ずることはでさません。エアーサラウンドの設定を変更ず 
るには、 DCIVS キーを押して DVS を解除してください。 

-本機の广 iSILENT CINEMA 端子にへッドホンび接続されている場合、エアーサラウンドの設定を変更できません。 


〇 © 

■ - [cinema ^^ 3 - s 

巧が"巧得 
00001 


2ステータスインジケーターが点滅中に、 ルー ム 
EQ キーを巧して設定を変更しまず。 

J レーム EQ キーを押すたびにけ下のよ5に切0替わ0 
ます。 


C ) 妙 GO 


スピーカーレベル 


(±5 ¢±5 © 〇 

ウーつ 7- センターサ50ンド を里有 

一日日〇 
II■-ム田 trvs 

(3-^ 


のの©© 

乂力切》 


•ルーム EQ 



ソフトルーム 

(ステータスインジケーター4〜6が点滅) 


A ー ドルーム 

(すべてのステータスインジケーターが点滅) 


3 設定を終了するには、ルーム EQ キ ー1 •ソがの 
キーを巧ずか、キー操作をしないで約已秒間待 
ちまず。 


■ サラウンド効果を設定ずる 

お部屋の反響特性（壁の硬さ）に合わせて、ヴラウ 
ンド効果を設定します。吸音巧び使用されている壁 
など、音び反響しにくい場合は「ソフトルーム」 

に、鉄筋コンク U — 卜の壁など、音び反響しやすい 
場合は「八ードルーム」に設定してぐださい 0 


1ルーム EQ キーを一度だけ巧して現在の設定を 
確說ずる。 

ステータスインジケーターび現在の設定を点滅表示 
(約已秒間）しまず。初期設定では、ソフトルームび 
選択されています。 
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細かく調節する 


■ 仮想サラウンド スヒーカーの 位置を 
設定する 

お部屋のサイズやお状に合わせて、仮想サラウンド 
スピーカーの位置を設定します。已種類の中から、 
左/ちチャンネル個別に設定してください。（左 
キーで左チヤンネルの設定を、ちキーでちチヤンネ 
ルの設定を変更します。） 



〇 © 

,- lciNEMA_^^^J - . 

巧が"巧が 

ムーピー 2ューヴ》クス «- ツ プーム 

0000 


C -) 妙 C + ) 

スビーカーレベル 〇;;;ヴ 

(±) (±) C±) 〇 

ウーフ7-セ y 夕ーサ5ウンド $重宜 P 

一 OG) 〇 

IL--AEO IEVS 

〇 〇 

の風の© 

T 

瓣 YAMAHA 乂 


ごを意 


お部屋の環境によ0、エアーサラウンドによる音響効果び 
十分に得5れない場合びあります。たとえば下のよラな 
環境でご使用の場合、エアーサラウンドの音響効果は減少 
しまず（または効果びあ0ません)。 

-ヴテライトスピーカーをラックの中に設置している。 

-サテライトスピーカーび側面の壁に対して垂直に設置さ 
れていない。 

-サテライトスピーカーの正面や斜め前方向に障害物びあ 
る。 

-音び反射する地点（ち図の A 、 B ) に家具などを設置し 
ている。 

-音び反射するための壁や窓ガラスびない。 

1テスト キーを 巧ず。 

各スピーカーチヤンネルから約2.已抄ずつテスト 
トーンび出力されまず。 

2 ちキー（またはちキー）を一度だけ押して現在 
の設定を確詔ずる。 

ステータスインジケーターび現在の設定を点滅表示 
(約2.已秒間）します。初期設定では、左/ちチヤン 
ネルともに4ぴび選択されています。 

3 ステータスインジケーターが点滅中に、ちキー 
(またはちキー）を巧して設定を変更しまず。 

左キー（またはちキー）を押すたびに下のよラに切 
り誓わります。 


20。 

(をまたはちか5己個目までの 
ステータスインジケーターが点打） 


30。 

(をまたはちか!5 4個目までの 
ステータスインジケーターが点灯） 

40。 

(をまたはちか5 3個目までの 
ステータスインジケーターが点打） 


已ぴ 

(をまたはちか5 2個目までの 
ステータスインジケーターが点な） 


60。 

(を端またはち端のステータス 
インジケーターが点な） 


ご、おこ 

下図のよラにサラウンドチヤンネルの音び視聴位置に向か 
ラよラに設定します。この際、音び最初に反射する地点 
( A ) は視聴位置より後ろになるように設定してくださし、。 
推奨する視聴 環境とエアーサラ ウンドの設定値について 
は、「エアーサラウンド推奨値」（一2日ぺージ）をご参照 
ください。 

サテライトス ピーカー （ L ) サテライトス ピーカー （ R ) 



. ちキーで調節 


サテライト スピーカー （ L ) サテライト スピーカー （ R ) 



• で調節 


A 


a 設定を終了ずるには、 TEST キーを巧しまず。 

:、おこ 

仮想サラウンドスピーカー位置の設定を初期状態に戻すに 
は、テスト I -ーン出力中に本体フ□ントパネルの入力切換 
キーを押します。（スピーカーバランスわ同時に初期状態 
に戻ります。） 
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その他の情報 


ステータスインジケーターの 表示 


ステータスインジケーターでは、音量レベルや入力信号の種類を確認することびでさます。 

■ 音量レベルの表术 

各スピーカーチャンネルの音量レベル表示（全体音量との差、単位： dB ) 


インジケーター 

(緑色） 

• 1 

-8 

-8 -6 

-6 

-6 -4 

-4 

■4 -2 

-2 

-2 0 

• 5 

フロントち/ち 

— 6 

一已 

- 4 

- 3 

- 2 

- 1 .已 

- 1 

-日.己 

±0 

センターヴラウ 
ンド左/ち 

- 4 

一 3 .已 

- 3 

- 2.5 

- 2 

- 1 .已 

- 1 

- 0.5 

±0 

ヴプウーファー 

- 8 

- 7 

- 6 

一已 

- 4 

- 3 

- 2 

-1 

±0 


インジケーター 

(緑色） 

0 +2 

+2 

+2 +4 

+4 

+4 +6 

+6 

+6 +8 

• 9 

+8 

フ□ント左/ち 









センターヴラウ 
ンド左/ち 

+日.己 

+ 1 

+1 .己 

+ 2 

+ 2 .已 

+ 3 

+ 3.5 

+ 4 

ヴプウーファー 

+ 1 

+ 2 

+ 3 

+ 4 

+已 

+ 6 

+ 7 

+ 8 


■ 入力信号の表示 

本機は入力した音声信号を自動的に認識します。手動でほかの信号に切0替えることはでをません。各信号 
について詳しくは「用語解説」（一21ページ）をご参照ください。 


□□Digital 


DTS 
ご3 


AAC 
ご4 


主/副 

ご S 


才ート 

• 6 


□□Digital DTS 
0 2 參3 


AAC ま/副 才ート 

0 4 0 5 • 6 


□□Digital DTS AAC 主/副 才ート 
02 ご3 •A 05 隹ち 


□□Digital 

ご2 


DTS AAC ま/雷 IJ 才ート 

ご3 ご4 ご5 •e 


ドルビーデジタル信号の入力時 
DTS 信号の入力時 
AAC 信号の入力時 

アナ□グ信号または PCM 信号の入力時 


ごぶこ 

シネマ DSP またはドルビープ□□ジック II のいずれかのモードび選択されている場合、「オート」は消好します。 
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巧障かな？とおった 6 


その他の情報 


使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は、まず下記の点をご確認ください。下記しツ外で異常び認めら 
れた場合や下記の対処を行っても正常に作動しない場合は、本機の電源を切 D 、 電源コードをコンセントか 
ら抜いてから、お買上げ店または最畜 D のヤマ八電気音響製品サービス拠点までお問い合わせください。 


症状 

原因 

対策 

電源を入れてもずぐに切れる 

電源コードび正し<接続されていな 
い。 

電源コードび正しくコンセントに接続 
されていることをご確認ください。 

スピーカーケーブルびショートした。 

すべてのスピーカーケーブ j レび正しく 
接続されていることをご確認くださ 
し、（一7ぺージ） 

本機び落雷や過度の静電気など外部か 
らの強い電気ショックを受けた。 

本機の電源をスタンバイにして電源コー 
ドを抜いてください。約3日砂経ってか 
日電源コードをコンセントに再接続し 
て、電源をオンにしてください。 

スピーカーか5音び出ない 

音量び最小に設定されている。 

音量を調節して < ださい。 

(一11ページ） 

消音機能を使用している。 

消音を解除してください。 

卜11ぺージ） 

入力び正し < 選択されていない。 

正しい入力を選択してください。 

(一11ぺージ） 

ケーブルび正しく接続されていない。 

すべてのケーブルび正し<接続されて 
いることをご確認ください。 

(一7〜目ぺージ） 

片側のチヤンネルの音がほとんど出ない 

ケーブルび正しく接続されていない。 

すべてのケーブルび正し<接続されて 
いることをご確認ください。 

(一7〜日ぺージ） 

フ□ントスピーカーチヤンネルむがの 
音が出ない 

ステレオ再生を設定している。 

シネマ DSP または別の音場を選おし 
てください。（一12ページ） 

ドルビーサラウンドやドルビーデジタ 
ル、 DTS 、 AAC 信号でエフェクト信 
号び含まれていないソースを再生して 
いる。 

別の音場を選択して < ださい。 

(一12ぺージ） 

センタースピーカーチヤンネルの音が 
出なし、 

センタースピーカーチヤンネルの音量 
び最ルに設定されている。 

テスト!ンを使用して、センタース 
ピーカーチャンネルの音量を調節して 
<ださい。（一14ページ） 

ドルビーデジタル、 DTS 、 または 
AAC にセンターチヤンネル信号び含 
まれていない。 

この場合、センタースピーカーチャン 
ネルの音は出力されません。 

サラウンドスピーカーチヤンネルの音 
が出ない 

サラウンドスピーカーチヤンネルの音 
量び最小に設定されている。 

テスト!-ーンを使用して、サラウンド 
スピーカーチャンネルの音量を調節し 
てください。（一14ページ） 

サブウーファーか6音び出ない 

サブウーファーチヤンネルの音量び最 
ルに設定されている。 

サブウーファーチャンネルの音量を調 
節して<ださい。（一14ページ） 

サブウーファー用ピンケーブルまたは 
システム接続ケーブ j レび正し < 接続さ 
れていなし、。 

これ5のケーブルび正しく接続されて 
いることをご確認ください。 

(一7ぺージ） 

LFE などの低音信号び含まれていない 
ソースを再生している。 

適正範囲を超える信号はサブウー 
ファーか 5 出力されません。 

音が不良である（雑音び出る） 

ケーブルび正し<接続されていない。 

すべてのケーブルび正し<接続されて 
いることをご確認ください。 

(一7〜9ページ） 

本機が正常に作動しない 

本機び落雷や過度の静電気など、外部 
か5の強い電気ショックを受けた。 

本機の電源をスタンバイにして電源コー 
ドを抜いてください。約3日砂経ってか 
日電源コードをコンセントに再接続し 
て、電源をオンにしてください。 

周囲に設置しているデジタル機器や高 
周液機器か5雑音び出る 

本機とデジタル機器または高周波機器 
の位置び近すざる。 

本機をそれらの機器から離して設置し 
て < ださい。 
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その他の情報 


組犬 

原因 

対策 

リモコンでシネマ ステーシヨ ン本体を 

U モコンの操作範囲がか 5 操作しよラ 

IJ モコンの操作範囲については 、 「U 

操作でさない 

としている。 

モコンを使巧する」（一1日ページ） 

をご参照ください。 


本機の U モコン受光部に直射日光や照 

照明または本機の向きを変更してくだ 


明びおたっている。 

さい。 


電池び消耗している。 

新しい電池と交換して<ださい。（一 
10 ぺージ） 


エアーサラウンド推奨値 


巧奨する視聴環境と、仮想サラウンドスピーカー位置（一17ページ）の巧奨値はしツ下のとおりです。 


ごを意 


お部屋の環境（サテライトスピーカーや家具などの位置）により、エアーサラウンドによる音響効果び十分に得られない 
場合びあります。このよラな場合、下図を参考にスピーカーや家具の位置を調節してから、設定してください。 

サテライトスピーカー （ L ) テレビ サテライトスピーカー （ R ) 



面 


部屋の広さ： （縦① X 横③） 

側面の壁とスピーカーの距離：感および④ 

スピーカーと視聴位置の距離：⑥ 

推奨値 

4 畳半 （ 2.7m X 2.7m) 

0.8m 

1 .4m 

3 日。 

目宜 （3 .目 m X 2.7 rn ) 

0.8m 

1 .4m 

3 日。 

0.8m 

2.2m 

2 日。 

目畳 （ 2.7m X 3.6m) 

0.8m 

1.4m 

3 日。 

1.2m 

1.4m 

4 日。 

1.6m 

1.3m 

己ぴ 

8 畳 （ 3 . 目 m X 3. 日 m) 

0.8m 

2.2m 

2 日。 

1.2m 

2.1m 

3 日。 

1.6m 

1.9m 

4 日。 

] 日 畳 （ 3.6m X 4.5m) 

0.8m 

2.2m 

2 日。 

1.2m 

2.1m 

3 日。 

1.6m 

1.9m 

4 日。 

] 日 畳 (4.5m X 3.6m) 

0.8m 

2.2m 

2 日。 

1.2m 

2.1 m 

3日。 

1.6m 

1.9m 

4 日。 

2.0m 

1.7m 

己ぴ 
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その他の情報 


用語解説 


アドバンスト オーデイオ コーデイング 

AAC (Advanced Audio Coding) 

MPEG -2 オーディオ規格に含まれるデジタル圧縮 
オーディオ信号です 。 BS /地上波デジタル放送で 
採用されています。モノラル音声から最大で7チャ 
ンネル音声までを効率良<圧縮して記録、伝送でを 
ます。 

エアー サラウンド 

フ□ントスピーカーだけで、自然でち向感の優れた 
サラウンド効果を広範囲で創りだすヤマノ V 独自の音 
場創生技術です。サラウンド効果（壁の反響特性） 

と仮想サラウンドスピーカー位置（音声の出力ち 
向）を視聴環境に合わせて設定することで、よ D 質 
の高い音響効果を得られます。 

サイレントシネ7 

へッドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラ 
ムを擬似的に再現するための、ヤマ八独自のシステ 
ムです。音場プ□グラムごとにへッドホン用の設定 
値び用意されているため、自然で立体感あふれる音 
場プ□グラムをへッドホンでもお楽しみいただけま 
す。 

サンプリング周波数 

ァナログ音声信号をデジタル信号化する際に、1秒 
間にヴンプ U ング（信号の大ささを数値に置を換え 
ること）を行ラ回数を指します。再生でをる周波数 
帯はヴンプ U ング周波数でミ夫まるので、ヴンプ U ン 
グ周波数び高いほど再生可能な音域び広びります。 

シネマ DSP 

実測データに基づいて作成した音場データと各種ヴ 
ラウンドデコーダーを組み合わせた映像 ソース 用音 
場プログラムの総称です。前ちち向に奥行をと広び 
りを持たせるプレゼンス音場と、サラウンド側に包 
囲感と広びりを持たせるサラウンド音場の2つの音 
場処理を主としたヤマノ V 独自の音場創生技術です。 
モノラルから 6.1 チャンネルフォーマットまであら 
ゆる音源やサラウンドフォーマットに音場効果を加 
えて再現することび巧能です。 

チャンネル （ch) 

出力される音域や特性によって区別された音声の種 
類です。 

例）已 .1 チャンネル 

. フ□ントスピーカー [ L ( lch )/ R ( lch )] 

• センタースピーカー ( Ich ) 

• サラウンドスピーカー 
[ L ( lch )/ R ( lch )] 

• サブウーファー [1 ch X 0. 1 *=0,1 ch ] 

* 低音の出力を補5サブウーファーは、周波数範囲び他の 
スピーカーに比べて狭いので、 0.1 チヤンネルと扱われ 
ます。 


デジタル シアター システムズ 

DTS (Digital Theater Systems) 

Digital Theater Systems 社び開発したデジタ 
ル-サラウンド.システムです。最大已 .1 チャンネ 
ルのサウンドび再生でを、圧縮率び化いため、 U ア 
ルな音響効果び得られます。 

ドルビーデジタル 

ドルビー社び開発したデジタル-サラウンド-シス 
テムです。完全に独立したマルチチャンネル音声を 
再生することびでさます。全帯 i 或の音声成分を持つ 
フロントの3チヤンネル（フロント L / R 、 セン 
夕一)と、サラウンドのステレオ2チャンネル、化 
音域専用の LFE チャンネルの合計已 .1 チャンネル 
で構成されます。サラウンドびステレオ2チャンネ 
ルで収録されているため、音の移動感、木々のざね 
めをや波の音などの繊細な環境音もをめ細かく再現 
でをます。 

ドルビー チヤル スピーカー 

DVS (Dolby Virtual Speaker) 

ドルビー社び開発したデジタル-サラウンド-シス 
テムです。従来のバーチャルスピーカー技術よりち 
現実味のあるサラウンド空間を創 D 出します。 

ドルビープ□□ジックII 

2チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れ 
た分離感を保ったまま 5.1 チャンネル音声に変換す 
るサラウンドシステムです。映画用の MOVIE モー 
ド、 音楽などのステレオソース用の MUS にモード 
び用意されています。従来の2チャンネル音声（モ 
ノラル音声を除く）だけで記録されたちい映画ち、 
5.1 チャンネルの迫力ある音声で楽しめます。 

K ルス コード モジユレーシヨン 

PCM (Pulse Code Modulation) 

圧縮せずにデジタル信号に置を換えられた信号で 
す。 CD では、 44.1 kHz /16 bit で記録されている 
のに巧し 、 DVD では 48 kHz /16 bit 〜 192 kHz / 
24 bit で記録されているので、 CD よ D を高音質で 
再生でをます。また、この信号を、情報量を損なラ 
ことなく圧縮したものをパックト PCM ( PPCM ) 
といいます。 


圓ホさ s-i 
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その他の情報 


をな仕様 


アンプユニット 


サブウーファー 


型名 . AVC - S 30 

定格出力 .30 W X 6 ( IkHz 、60. 1 % THD ) 


実用最大出力 


型名 . NX - SW 30 

型式 . ..…アドバンスドヤマ八 


アクティブヴーボテクノ□ジー 


フ□ント . 3已 WX 6 (60、1日％ THD ) 

入力感度 ... 20曰 mV 


へッドホン出力/インピーダンス 

. 12曰 mV / 80 ( IkHz 、 200 mV ) 


電源電圧/周波数 . 

消費電力 . 

待機時消費電力 . 

寸法（幅 X 高さ X 奧行き) 
質量 . 


.. AC 100 V 、 已 0/60 HZ 

.44 W 

. 日. 4 W 1^ 处下 

21 已 X 70 X 30 已 mm 
.2.6 k 呂 


スピーカーユニット . 

入カインピーダンス . 

出力 . 

電源電圧/周波数 . 

消費電力 . 

寸法〔幅 X 高さ X 奥行さ) 

mm .. . 


. 1目 cm コーン防磁型 

.12 kQ 

SOW ( lOOHz . 已 n 、 1日 0/ oTHD ) 

. ACIOOV 、 已 0/ 日 OHz 

.25 W 

. 280 X 32已 X 289 mm 

.8.2 kg 


仕様およびが観は改良のため予告なく変更することびありま 
す。 


サテライトスピーカー 

型 S . 

型式 . 

スピーカーユニット . 

入カインピーダンス . 

寸法（幅 X 高さ X 與行さ）.. 
Km . 


. NX - S 30 

....フルレンジ密閉防聰型 
.万 cm コーン防聰型 X 3 

. 60 

240 X 80 X 1 〇已 mm 
. 1 .4 k 呂 


本機はし1に C 目1日日日-3-2」適を品です。 

JISC 目]日日日- 3-2 適合品とは、日本工業規格情磁 
両立性-第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 
(1 相当あたりの入力電流び2日 A 政下の機器)」に基づ 
を、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して 
設計-製造した製品です。 


著作権 

ディスクを無断で複製、放送、公開演奏、レンタルするこ 
とは法律により禁じられています。 


SILENT ™ 

CINEMA 

「サイレントシネマ / SILENT CINEMA 」 は、ヤマハ株式 
会社の登録商標です。 


AV アンプ （ AVC - S 3 日）は、2本のサテライトスピー 
力一（合計目個のスピーカーユニット）により、自然で 
幅広い日.1チヤンネ J レの臨場感を創0出すヤマノ V エアー 
サラウンドを採用しています。 


が 


サブウーファー （ NX - SW 3 日）は豊かな重低音を再生ず 
る、アドバンスドヤマ八アクティブサーボテクノ□ジー 
を搭載しています。 


QD-Bass 


サブウーファー （ NX - SW 3 日）は、キャビネット底面のピ 
ラ S ッド型拡散板により水平4方向に低音成分を効率よ 
く放射する " QD - 巨 ass テクノ□ジ ー" を採用しています。 


巧 

AAC 


AAC □コ'マーク辱はドルビーラボラト U —ズの商標です。 
UTR まパテントナンバーです。 

08/937,950 已，日 33,981 


5848391 
已，2目1，已已7 
己4日1，日日4 
已400 433 
5,222,189 
5,357,594 
巳752 22己 
巳,394,473 
5,583,962 
日，274,740 


已297 236 

4.914,701 

5,235,671 

07/640,已巳〇 

已，巳79,430 

08/678,666 

98/03037 

97/0287已 

97/02874 

98/03036 


己227,788 
已,28已,498 
5,481,614 
5,592,584 
已 .78 1，888 
08/2] 1，已47 
08/21 1,547 
日,703,999 
08/已巳7,046 
日8/894,844 
已 .29 9,238 


日,299,239 
已，299,240 
已，197,087 
已，4白0,170 
日,264,84日 
5,268,685 
已，37曰，189 
瓦己81，日日4 
0己-183,日88 
己巳48,巳74 
日8/巳日日，729 


音楽を楽しむエチケット 


I I 音のエチケット」1 


楽しい音楽を時と場所によっては大変気にな 
るものです。隣近所への配慮を充分にしま 
しょラ。静かな夜間には小さな音でもよく通 
0、特に低音は床や壁などを伝わ0やす<、 
思わ城ところに迷惑をかけてしまいます。適 
当な音量をむびけ、窓を閉めたり、ヘッドホ 


ンをご使用になるのち1つの方法です。音 


楽はみんなで楽しむちの、お互いにむを配0 
快適な生活環境を守0ましよラ。 


nni DOLBY I □□ I DOLBY I 

DIGITAL VIRTUAL SPEAKER 


ドルビーラボラト U - ズか 5 の実施権により製造されてい 
ます。「ドルビー」、 「 PR 日 L 日 G に」およびダブル D 記号 
□□は、ドルビーラボラト U - ズの商標です。 


DIGITAL 

四 

DTS および DTS デジタルサラウンドはデジタルシア 
夕ーシステムズの登録商標です。 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマ八ホットラインサービスネットワークは、本機を末ホく、まむしてご愛用いただくためのをのでず。 
サービスのご依頼、お問い合わはは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や巧り巧いに関するお PS い合わせ 

■ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から菁せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご 
参考にしてください。 

http://WWW.yamaha.co.jp/audio/ 

■お客様ご相談センター 

(を国共®) 这 S ® 0570-01-1808 

全国どこからでを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (0 的) 460-34 帕 

FAX (053)460-3459 
干430-郎如静岡県お松市中ミ尺の1 0-1 

黄付曰：ち〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：10:日日〜12:00、13:孤〜18:00 


ヤマ八 AV 製品の修理、サービスパーツに関ずるお問い合わせ 

■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 

(を国共通） 査 S ® 0570-01-2808 

全国どこか弓でち市内通話料金でご和用いただけまず。 

FAX (053)463-1127 

受付日：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：月〜金曜日日:0日〜1日:日日±曜日日:弧〜17:30 

修理お持ち込みな口 

受付曰：月〜金曜日(祝日および醇社の休業日を隙く） 

受付時間：目:孤〜17:4己 

北海道 〒日目 4-8543 札幌市中央区南1日条西 1 T 目 1- 抓 
ヤマ从センター内 
FAX (011)512-6109 

首都圏 干143-弧服東京都大田区平和島 2 T 目 1-] 

京浜トラックター=ナル内14号棟 A -5 F 
FAX (03)5762-2125 

浜松 〒43日-日日16お秘市和田町孤日ヤマ A (株)和田工場内 

FAX (053)462-9244 

名ち屋 〒4日4-日日日8名ち屋巿中…区玉リ|町 2 T 目 1-2 
ヤマ八(株)名古屋倉庫 3 F 
FAX (052)652-0043 

大阪 〒 564-0052 吹田市広た町の-28 
オーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (服) 633日-郎3自 

九州 〒812-8加8福岡市博多区博を,駅前 2 T 目 11-4 

FAX (092)472-2137 


* 名和、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあ D ます。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰から1年間でず。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださまず。詳し < は保 
証書をご覧ください。 

♦ 保証期間び過ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持できる場合にはご要望により有料 
にて修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復ずるための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれていまず。 

部品げ 修理に使用した部品代金でず。その他修理に付帯する 

部が等を含む場合もありまず。 

出張料 製品のある場所へ技術をを派遣する場ちの費用です。 

別途、駐車料金をいただく場合があります。 

♦ 補修巧性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り渡8年です。補修用 
性能部品とは、テの製記の機能を維持ずるために必要な部品でず。 

♦ 製品の状態は詳し< 

サービスをご依頼されるときは製品]の状態をでさるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知日せください。 

%品番、製造番号は製品の背面ちし<は底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカー ユニッ トなど振動系と電 
気部品です。尚、修理はスピーカーユニッ ト 交換とな0まずので、 
エージングの差による音色の違いび出る場合びあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本磯には使巧年月ととをに性能び劣化する摩耗部品(下記養照)び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度をは使用環境や使用時間 
等によって大さく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品 
を交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマ； V 電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 


摩耗部品の一例 

ボリュームコント□-ル、スイッチ • Li レー類、接続端テ、ランスベルト、 
ピンチ□ーラー、磁気へッド、光へッド、モーター類など 


《このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について記載して 
おじます。 



ホ年ごほ用の留品の点巧を！ 

、 

の 

愛情点検 

こんな症犬はありませんか？ 

• 電源コード•プラグび異常に熱い。 

• コゲくさい臭いびする。 

• 電源コードに深いキズか変形びある。 

• 製品に細れるとピ U ピ U と電気を感じる。 

• 電源を入れてを正常に作動しなし、。 

• その f 也の異萬•故障びある。 

畢 


ずぐに使用を中止してください。 



事故防止のため電源プラグをコンセン ト から抜さ、 

必ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にご相談ください。 





> 
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